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世
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パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
活
火
山

⬆ラバウル火山観測所から見たタブルブル火山
　（撮影者：西村　裕一）

火山都市国際会議の豆知識 その12その12その12
火山都市国際会議島原大会事務局（☎65-5540）
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パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
と
聞
い
て
も

ど
こ
の
国
か
思
い
出
せ
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
ラ
バ
ウ
ル
と
言
う
と
分
か

る
人
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
南
太
平

洋
に
あ
る
島
国
で
す
。
こ
こ
は
太
平
洋

プ
レ
ー
ト
と
イ
ン
ド
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
プ
レ
ー
ト
が
衝
突
し
て
い
る
地
域
で
、

多
く
の
活
火
山
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
日
本
軍
の
航

空
部
隊
が
置
か
れ
て
い
た
ラ
バ
ウ
ル
は

天
然
の
良
港
と
し
て
有
名
で
す
が
、
実

は
こ
の
港
は
大
昔
に
大
噴
火
し
て
陥
没

し
て
で
き
た
カ
ル
デ
ラ
地
形
で
す
。
湾

の
入
り
口
の
東
西
に
タ
ブ
ル
ブ
ル
火
山

と
ブ
ル
カ
ン
火
山
が
ま
る
で
灯
台
の
よ

う
に
そ
び
え
て
い
ま
す
。

　
一
九
九
四
年
九
月
に
火
山
性
地
震
が

始
ま
り
、
二
つ
の
火
山
が
相
次
い
で
噴

火
し
ま
し
た
。
噴
煙
は
高
さ
二
十
㌔
に

も
達
し
、
人
口
十
万
人
の
町
は
あ
っ
と

い
う
間
に
厚
さ
五
㍍
の
火
山
灰
に
埋
も

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
事
前
に
噴
火

警
報
が
発
令
さ
れ
た
の
で
犠
牲
者
は
五

名
で
す
み
ま
し
た
。

　
こ
の
と
き
に
火
山
観
測
所
で
使
わ
れ

て
い
た
地
震
計
は
、
か
つ
て
日
本
軍
が

設
置
し
た
も
の
で
す
。
観
測
を
担
当
し

て
い
た
気
象
庁
派
遣
の
技
官
が
、
敗
戦

後
も
破
棄
せ
ず
に
き
ち
ん
と
整
備
し
て
、

自
分
の
送
還
後
も
噴
火
予
知
に
役
立
て

て
も
ら
い
た
い
と
、
英
語
の
説
明
書
も

付
け
て
現
地
に
残
し
て
き
た
機
材
で
し

た
。

　
戦
後
、
日
本
の
最
初
の
国
際
貢
献
と

言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
執
筆
…
松
島
健
九
州
大
学
地
震
火
山

観
測
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
・
理
学
博

士
）

　いよいよ国際会議まであと50日を切りました。世界の研究者の皆さんは、来月の島原
での発表に向けて着々と準備をされていることでしょう。市内には新しい看板がお目見
えし、ボランティアの皆さんや、さまざまなおもてなしを計画されている市民の皆さん
の準備も進んでいます。
　今回の豆知識では、火山都市国際会議の三つ目のテーマ「火山と共に生きる」につい
て紹介します。ほかのテーマに比べ、より私たちに身近なものとなるでしょう。火山め
ぐりは、日本が初めて国際貢献を行ったパプアニューギニアの火山です。

　
火
山
都
市
国
際
会
議

で
は
、
世
界
各
国
か
ら

の
研
究
者
や
防
災
関
係

者
が
集
ま
り
、
三
つ
の

テ
ー
マ
に
分
れ
て
研
究

発
表
や
討
論
を
行
い
ま

す
。
今
回
は
三
つ
目
の

テ
ー
マ
で
あ
る
「
火
山

と
共
に
生
き
る
」
を
紹

介
し
ま
す
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
火
山
災
害
の
軽
減
す

る
た
め
に
重
要
な
種
々

の
分
野
間
の
連
携
、
教

育
広
報
活
動
、
過
去
の

災
害
・
復
興
体
験
の
伝

承
な
ど
を
議
論
す
る
も

の
で
、
市
民
も
含
め
た

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
人

た
ち
が
参
加
し
ま
す
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

三
つ
の
分
科
会
に
分
か

れ
ま
す
。

　
第
一
分
科
会
は
「
火

山
災
害
の
軽
減
に
向
け

て
の
科
学
者
、
行
政
、

報
道
、
住
民
の
連
携
の

重
要
性
」
を
議
論
し
ま

す
。
雲
仙
・
普
賢
岳
噴

火
災
害
で
は
、
こ
れ
ら

の
連
携
不
足
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
に

よ
り
四
十
四
名
の
犠
牲

者
が
出
て
し
ま
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
二
〇
〇

〇
年
の
北
海
道
・
有
珠

山
噴
火
で
は
、
雲
仙
岳

災
害
で
の
反
省
の
も
と

に
噴
火
の
五
年
前
か
ら

進
め
ら
れ
て
き
た
四
者

間
の
連
携
が
強
力
に
機

能
し
、
一
人
の
死
者
も

出
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
分
科
会
で
は
、
世

界
の
火
山
災
害
を
軽
減

す
る
た
め
に
必
要
な
連

携
の
ほ
か
、
最
近
盛
ん

に
な
っ
て
い
る
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
火
山

情
報
の
公
開
に
つ
い
て

も
議
論
し
ま
す
。

　
第
二
分
科
会
は
「
教

育
と
広
報
活
動
」
に
つ

い
て
議
論
し
ま
す
。
い

つ
大
噴
火
す
る
か
分
か

ら
な
い
火
山
に
お
い
て

は
、
噴
火
が
静
か
な
と

き
で
も
市
民
に
教
育
や

広
報
活
動
で
火
山
を
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重

要
で
す
。
そ
の
際
に
火

山
の
危
険
性
だ
け
を
教

え
る
の
で
は
な
く
、
火

山
の
恵
み
に
つ
い
て
も

知
っ
て
も
ら
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め


